
（２）コロナによる就職希望地の変化について 

 ここでは、コロナ前後で、学生の皆さんの就職希望地域がどのように変化したのかについ

て今までに明らかになったことをご紹介したいと思います。 

 

結果の概要によればコロナ禍によって就職希望地を変更した人は 4.68%でした。学年と

クロス集計した結果、学年が高くなるほど多くなっていることがわかりました（学年による

差は 10%で有意）。４年生では１割近くの人がコロナにより就職希望地を変更したことがわ

かります。1 

 

表１：コロナによって就職希望地を変更したかどうか 

 

χ2
(3)=7.524, p<.10 

 

さらに「コロナによって就職希望地域が変わった」と答えた方のほとんどは、就職希望地

を「関東」から「地元（出身地）」に変更していることがわかりました。 

おそらく関東はコロナの影響が大きいことから、就職活動が困難になったため、就職希望

地を変更することになったのだと考えられます。また、変更後の就職地として、地元（出身

地）は様々なつながりがあって就職がしやすく、リモート中は実家からも通えることから新

たな就職希望地になったと考えられます。 

 調査時点では、コロナの影響によって就職希望地を変える学生はまだ少数派でしたが、今

後コロナの経済への影響が大きくなれば、学生の就職地域選択にもより影響が大きくなる

可能性があると考えられます。 

                                                   
1 表１で「はい」と答えた人の合計がグラフの値と違うのは、就職希望地を変更したと答

えた人の中で、学年について答えていない人がおり、分析から除外されているからです。 

はい いいえ 合計

１年生 人数 1 113 114

% 0.9% 99.1% 100.0%

２年生 人数 2 46 48

% 4.2% 95.8% 100.0%

３年生 人数 3 33 36

% 8.3% 91.7% 100.0%

４年生 人数 4 39 43

% 9.3% 90.7% 100.0%

合計 人数 10 231 241

% 4.1% 95.9% 100.0%


